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社協キャラクターのアエナちゃんです！　

 アエナが行く！！
　　…２面をご覧ください　

注目!!注目!!

講座・募集のご案内
　　…2・4面を
　　　ご覧ください

「ワークスかつしか」
無料職業紹介所

55歳以上の方でお仕事をお探しなら「ワー
クスかつしか」へぜひ、ご相談ください。

◆問合せ  3692-3181
FAX 5698-6232

青
砥
駅

青砥駅入口

かつしか
シンフォニーヒルズ

お花茶屋

ワークスかつしか
（シニア活動支援センター内）

京成青砥駅徒歩３分

1 お知らせ 毎月第1・3土曜日は午前8:30～午後5:00まで、また、毎週水曜日は午後7:30まで窓口業務を行っています。なお、水曜日の午後5:00以降及び土曜
日はお取り扱いできない業務もありますので、詳しくはお問い合わせください。(土曜日の貸付相談は3日前までの事前予約が必要です)

広告 広告

今年度も、区民の皆さんが住み慣れたまちで、安心して暮
らし続けることができる地域社会の実現を目指し、社会福
祉協議会は様々な事業や福祉活動に努めてまいります。重点事業と予算

みんなで創り・育む   安心して暮らせる「わがまち葛飾」の実現平成28年度

平成28年度 資金収支予算総括表 
※詳細はホームページをご参照ください。 （単位：千円）

区分 収入 支出
予備費 当期

収支差額
支払資金残高

事業区分・拠点区分 当初予算 前年度予算 増減 当初予算 前年度予算 増減 前期末 当期末
社会福祉事業 561,821 541,830 19,991 589,887 561,307 28,580 5,126 △33,192 34,152 960
法人運営事業 346,016 334,416 11,600 375,168 351,049 24,119 5,000 △34,152 34,152 0 
地域福祉事業 25,818 20,563 5,255 25,818 20,563 5,255 0 0 0 0 
在宅福祉事業 25,061 24,842 219 25,061 24,842 219 0 0 0 0 
ボランティア活動推進事業 32,367 30,189 2,178 32,367 30,189 2,178 0 0 0 0 
助成事業 55,693 55,615 78 55,693 55,615 78 0 0 0 0 
生活福祉資金貸付事務受託事業 15,398 15,559 △ 161 15,398 15,559 △ 161 0 0 0 0 
受験生チャレンジ支援貸付事務受
託事業 7,282 7,132 150 7,282 7,132 150 0 0 0 0 

成年後見センター事業 43,561 43,522 39 42,601 46,116 △  3,515 0 960 0 960 
コミュニケーション支援事業 7,573 7,336 237 7,573 7,336 237 0 0 0 0 
小口生活資金貸付事業 565 101 464 439 351 88 126 0 0 0 
歳末たすけあい運動事業 2,487 2,555 △ 68 2,487 2,555 △ 68 0 0 0 0 

公益事業 43,756 40,940 2,816 43,756 40,940 2,816 0 0 0 0 
ボランティアセンター貸出事業 3,400 3,374 26 3,400 3,374 26 0 0 0 0 
ファミリー・サポート・センター事業 15,918 16,753 △ 835 15,918 16,753 △ 835 0 0 0 0 
介護支援サポーター事業 11,898 8,520 3,378 11,898 8,520 3,378 0 0 0 0 
シニア就業支援事業 12,540 12,293 247 12,540 12,293 247 0 0 0 0 

合計 605,577 582,770 22,807 633,643 602,247 31,396 5,126 △33,192 34,152 960 

小地域福祉
 活動の拡充
　区内18地区で「小地域福
祉活動」への取組みが行わ
れています。サロン活動や
音楽会、落語会などをきっ
かけに、地域の困りごとを
みんなで自主的に解決するための仕組みづくりを進めていきます。
　また、まだ実施されていない地区については、今年度中に取組
みが進められるよう、働きかけや支援を行っていきます。
　さらには、課題などを共有するための情報交換会などを開催
します。

（仮称）第3次地域福祉活動計画
（仮称）第2次ボランティア活動
推進計画の策定
　第2次地域福祉活動
計画（平成24～28年
度）及びボランティア
活動推進計画（平成
25～28年度）の最終
年度として、これまで
取組んできた計画事業
の確実な達成を目指す
とともに、進捗状況・
達成状況を評価し、有
識者、関係団体の代表者、公募区民等で構成する委員会により
（仮称）「第3次葛飾区地域福祉活動計画」及び（仮称）「第2次か
つしかボランティア活動推進計画」を策定します。

　社会福祉協議会の活動に対する区民の理
解と協力をさらに得るために「葛飾社協だ
より」「各種広報案内」及び「ホームページ」
等の充実に
加え、事業を
実施する中
で、社会福祉
協議会の周
知と宣伝に
努めていき
ます。

普及宣伝事業の推進

　成年後見センター職員による相談を、区
役所で定期的に実施するなど、成年後見制
度等の利用支援をいっそう充実させます。
　また、弁護士・司法書士による専門相談
窓口を引き続き開設していきます。
　社会福祉協議会自体が、後見人等となる
法人後見は、区や関係機関との連携をいっ
そう進め受任数を拡大します。
　市民後見人については、実務研修を重ね、
受任のための育成活動を推進していきます。

成年後見センター
 事業の推進



　

新
小
岩
葛
西
囃
子
（
代
表

石
川
さ
ん
）
は
、
新
小
岩
青

年
連
合
を
母
体
と
し
て
、
新

小
岩
地
区
で
30
年
以
上
に
わ

た
り
、
東
京
都
無
形

民
俗
文
化
財
で
あ
る

「
葛
西
囃
子
」
の
継

承
と
地
域
貢
献
を
目

指
し
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
会
員
は
40

名
、
老
若
男
女
問
わ

ず
幅
広
い
年
代
の

方
々
が
、
毎
週
金
曜

日
の
夜
に
地
区
セ
ン

タ
ー
へ
集
ま
り
、
和

太
鼓
、
お
囃
子
、
獅

子
舞
な
ど
の
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
稽
古
の
中
に
は
、
礼
儀

作
法
や
新
小
岩
地
区
の
歴
史

を
学
ぶ
機
会
も
あ
り
ま
す
。

　

親
の
後
ろ
姿
を
見
て
、
親

子
２
代
で
参
加
し
て
い
る
30

代
の
方
は
「
子
ど
も
の
頃
は

感
じ
な
か
っ
た
が
、
大
人
に

な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
る

と
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
声

を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
地
域
に
見
守
ら
れ
て
い

る
ん
だ
な
あ
と
実
感
す
る
」

そ
う
で
す
。
ま
た
、
会
員
の

中
学
生
は
「
演
奏
を
し
て
い

て
、
地
域
の
人
か
ら
〝
あ
り

が
と
う
〞
と
お
礼
を
言
わ
れ

る
と
、
や
っ
て
い
て
良
か
っ

  

1
月
19
日
（
火
）
に
葛
飾

区
立
原
田
小
学
校
（
角
田
校

長
）
で
、
都
立
葛
飾
総
合
高

校
（
小
山
校
長
）
の
生
徒
に

よ
る
異
世
代
福
祉
教
育
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
都
立
葛

飾
総
合
高
校
は
、
学

校
設
定
科
目
と
し
て

〝
福
祉
〞
を
扱
っ
て

お
り
、
そ
こ
で
福
祉

を
学
ん
で
い
る
３
年

生
の
12
名
が
指
導
者

と
な
っ
て
、
日
頃
の

学
習
成
果
を
小
学
生

（
６
年
生
40
名
）
に

伝
え
る
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
の
ね
ら

い
は
、
小
学
生
に

は
、
身
近
な
存
在
で

あ
る
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
と
の
活
動
を
通
し

て
、
福
祉
へ
の
関
心
や
上
級

学
校
へ
の
意
識
付
け
を
図
る

こ
と
。
ま
た
、高
校
生
に
は
、

こ
の
活
動
を
通
し
て
日
頃
の

学
習
を
さ
ら
に
活
き
た
も
の

に
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。

　

当
日
は
、
小
学
生
に
高
齢

（
加
齢
）や
聴
覚
障
が
い
に
つ

い
て
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
シ
ニ
ア
体
験
と
手
話
体

験
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

老
化
や
聞
こ
え
な
い
状
態
を

体
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
や
聴
覚
障
が
い
者
へ

の
接
し
方
や
気
持
ち
を
理
解

し
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
考
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。

《
原
田
小
学
校
児
童
の
感

想
》

　

今
ま
で
、
お
年
寄
り
の
こ

と
は
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ

た
け
ど
、
体
験
を
通
し
て
大

変
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
街

の
中
で
困
っ
て
い
る
お
年
寄

り
の
人
に
出
会
っ
た
ら
、
お

手
伝
い
し
た
い
。

《
葛
飾
総
合
高
校
生
徒
の
感

想
》

　

６
年
生
の
み
ん
な
が
、
手

話
体
験
を
通
し
て
、
聞
こ
え

な
い
人
の
気
持
ち
を
少
し
で

も
感
じ
て
く
れ
て
う
れ
し

い
。
み
ん
な
は
、
困
っ
て
い

る
人
の
役
に
立
つ
力
を
も
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
ほ

し
い
で
す
。

地
域
支
え
あ
い
活
動
〝
新
小
岩
葛か

西さ
い

囃ば
や
し子

〞

 
〜
地
域
貢
献
の
姿
を
若
い
世
代
に
伝
え
る
〜

高
校
生
か
ら
小
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
！ 

 

〜
葛
飾
総
合
高
校
と
原
田
小
学
校
の
福
祉
教
育
活
動
〜

ア
エ
ナ
が
行
く
!!

ががが

ア
エ
ナ
が
行
く
!!

お
散
歩
好
き
な
ア
エ
ナ
ち
ゃ
ん

地
域
で
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
ね

　

○
仕
事
を
辞
め
て
時
間
に

余
裕
が
で
き
た
け
ど
何
を
し

よ
う
か
な
○
部
活
の
な
い
日

は
、
何
か
人
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
し
た
い
な
○
ち
ょ
っ

と
隣
近
所
で
簡
単
に
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
っ
て
あ

る
か
し
ら

　

こ
ん
な
気
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
、こ
の
講
座
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
考
え
方
や
活
動
の
ヒ
ン

ト
、
注
意
点
な
ど
を
学
び
な

が
ら
、
自
分
に
合
っ
た
活
動

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

知
り
た
い・始
め
た
い
！

〜
そ
ん
な
方
に
お
す
す
め
の

 

講
座
で
す
〜

◆ 

日
時　

５
月
13
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ

し
か
１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
室

◆
対
象　

区
内
在
住
・
在
学

・
在
勤
の
方（
高
校
生
以
上
）

◆
定
員　

20
名

◆
申
込
方
法　

前
日
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆ 

申
込
み
・
問
合
せ

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◆
地
域
貢
献
活
動
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

区
内
で
活
動
す
る
地
域
貢

献
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
）
や
こ

れ
か
ら
活
動
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
る
区
民
の
皆
さ
ん

を
支
援
す
る
た
め
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
支
援
内
容

① 

相
談
事
業（
一
般
・
専
門
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
か
ら

団
体
の
運
営
、
活
動
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

・
出
張
相
談
：
第
１
〜
４
水

　

曜
日

・
専
門
相
談
：
第
２
・
４
金

　

曜
日
（
要
予
約
）

　

相
談
事
業
の
詳
細
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
普
及
と
啓
発

　

 

地
域
貢
献
に
関
す
る
講
座

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
交
流

会
、
ま
つ
り
の
開
催

③
団
体
の
育
成
・
支
援

　

 

新
規
立
上
げ
団
体
の
支
援

や
区
内
団
体
間
の
連
携
・

協
働
関
係
構
築
の
支
援

◆
開
所
日
・
時
間

　

年
末
年
始
を
除
く
、
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

◆
場
所

　

立
石
地
区
セ
ン
タ
ー
別
館

・
勤
労
福
祉
会
館

 

（
立
石
３

－

12

－

１
）

◆
問
合
せ

　

地
域
貢
献
活
動
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の

ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

  

地
域
貢
献
活
動

地
域
貢
献
活
動
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

 

（
開
設
１
周
年
）

　中学校や高校に進学されたお子様を持つ皆様、
ご入学おめでとうございます。
　入学したばかりの今の時点で３年後を想像する
のは難しいかもしれませんが、中学生であれば３
年後に、ほぼ100％高校に進学します。また、高
校生では、平成27年3月に卒業した生徒の大学・
短大・専門学校への進学率は71％で、多くは高
校卒業後に進学することになります。
　そこで、問題になるのが「学費の準備」です。
都内私立高校の初年度納付金の平均は90万4449
円（平成28年度）、私立大学の平均は131万
1644円（平成26年度）でした。
　これらの学校を受験するときまでには、上記の
半額程度は準備しておきたいところです。３年生
になって準備を始めるのはなかなか大変です。
　お子様が中学生なら今から毎月１万円程度、高
校生なら毎月１万５千円程度貯蓄されることをお
勧めします。
　特に大学の場合は、合格した併願校を押さえて
おくために30万円程度の入学金を納入すること
に加え、受験料も１校３万５千円程度かかります。
　しかし、貯蓄をしても進学資金が不足する場合
はどうしますか？　このようなときには社会福祉
協議会（社協）の教育支援資金制度があります。
入学金は50万円まで、学費は最大で、高校では
年額63万円まで、短大・専門学校は年額108万
円まで、大学は年額117万円までの無利子貸付制
度です。資金が必要となる時期（学費納入期限）
の２ヶ月前を目安に社協にご相談ください。
　返済期間は該当の学校卒業後最長14年です。
大学や短大等、上級学校進学の場合は、在学期間
中の返済猶予の相談もお受けしております。
◆申込み・問合せ　貸付・助成係

進学資金の準備は進学資金の準備は
入学したときから入学したときから
始めましょう！　始めましょう！　

地域貢献サポートデスク
（立石地区センター別館）

　

災
害
が
起
き
た
と
き
は
、
自

分
や
家
族
を
守
り
（
自
助
）
、

地
域
で
助
け
合
う
こ
と
（
共

助
）
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、

自
分
の
安
全
が
確
保
で
き
た

ら
、
被
災
者
や
被
災
地
を
支
援

す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
す
る
方
々
も
非
常
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

葛
飾
が
被
災
し
た
と
き
に
備

え
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も

に
被
災
者
支
援
の
中
心
と
な
っ

て
活
動
す
る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
登
録
者
に
は

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

す
る
と
補
助
が
あ
り
ま
す
。

・ 

講
座
や
訓
練
の
案
内
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

社協とともに活動する災害ボランティア登録者を募集しています！

葛飾が被災したら、あなたは何ができますか？

た
と
思
う
」
そ
う
で
す
。
こ

の
葛
西
囃
子
の
活
動
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん

な
が
達
成
感
や
充
実
感
な
ど

の
〝
や
り
が
い
〞
を
得
ら
れ

る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
新
小
岩
葛
西
囃

子
の
特
徴
と
し
て
、
お
正
月

の
獅
子
舞
巡
行
の
際
に
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

浄
財
を
、
地
域
福
祉
へ
の
貢

献
と
し
て
、
毎
年
、
葛
飾
区

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
も
の
は

「
地
域
に
役
立
て
る
」
「
地

域
へ
恩
返
し
す
る
」
と
い
う

寄
付
の
意
義
を
伝
え
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

新
小
岩
葛
西
囃
子
は
、
天

祖
神
社
の
大
晦
日
囃
子
奉
納

や
正
月
（
３
日
間
）
の
新
小

岩
地
区
獅
子
舞
巡
行
、
節
分

祭
、
夏
の
祭
礼
な
ど
、
新
小

岩
地
区
に
お
け
る
祭
事
や
地

域
行
事
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

2

No.168（2016年）平成28年4月25日号

お知らせ 成年後見制度の利用や遺言・相続などについてのご相談は、成年後見センターの専門相談をご利用ください。
（5/12（木）司法書士、5/26（木）弁護士）要予約、無料です。◆問合せ　成年後見センター



平成28年1月16日から3月31日まで

善意の 寄付ご

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は

福
祉
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
地

域
や
学
校
に
講
師
を
派
遣
し
、
講

座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
講
師
と
し
て
活
動

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

研
修
受
講
後
に
、
講
師
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
募
集
講
師

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
環
境
、
災
害
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
福
祉
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
や

小
・
中
・
高
等
学
校
で
お
話
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◆
研
修
内
容　

下
記
表

◆
対
象

　

区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

で
、
知
識
や
経
験
を
生
か
し
児
童

・
生
徒
な
ど
に
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
障
が
い
に
つ
い
て
伝
え
た

い
と
い
う
熱
意
の
あ
る
方
。

◆
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
５
月
31

日
（
火
）
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
者

　

こ
の
4
月
に
高
等
学
校
へ
入
学
さ
れ
た

交
通
遺
児
等
（
交
通
事
故
・
病
気
・
災
害

等
の
た
め
両
親
又
は
父
母
の
い
ず
れ
か
亡

く
さ
れ
た
方
。
す
で
に
両
親
の
な
い
場
合

は
保
護
者
を
亡
く
さ
れ
た
方
）
を
養
育

し
、
4
月
1
日
現
在
区
内
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
。

◆
贈
呈
額

　

交
通
遺
児
等 

一
人
に
つ
き
２
万
円

◆
申
請
方
法

　

保
護
者
の
方
が
、
次
の
書
類
等
を
社
会

福
祉
協
議
会
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

書
類
等
を
確
認
後
、
そ
の
場
で
奨
励
金
を

交
付
し
ま
す
。

①
在
学
証
明
書
（
身
分
証
明
書
や
学
生
証

は
不
可
）

②
父
母
等
の
死
亡
を
確
認
で
き
る
書
類

（
住
民
票
の
除
票
や
戸
籍
謄
本
・
抄
本
）

③
保
護
者
が
現
に
扶
養
し
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
書
類
（
平
成
28
年
4
月
1
日
以
降

発
行
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
）

※
住
民
票
や
住
民
票
の
除
票
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

④
申
請
書

⑤
受
領
書

⑥
印
鑑

▽
申
請
書
及
び
受
領
書
は
、
申
請
時
に
窓

口
で
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
申

請
期
間
中
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

◆
申
請
・
交
付
期
間

　

4
月
22
日
（
金
）
〜
5
月
13
日
（
金
）

ま
で
。
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

※
奨
励
金
の
交
付
は
窓
口
で
の
み
行
い
ま

す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

貸
付
・
助
成
係

　今回もたくさんの善意のご寄付をありがとう
ございました。皆様からいただいたご寄付は、
社協の貴重な資金として、地域福祉を推進して
いくための事業に活用させていただきます。
 （順不同・敬称略）

墨東読売会
　読売センター金町 103,500円
　読売センター金町北口 23,500円
　読売センター水元中央 80,500円
　読売センター亀有 76,500円
　読売センター亀有北口 78,500円
　読売センター柴又駅前 46,000円
　読売センター高砂 60,000円
　読売センター立石 27,500円
　読売センター北綾瀬 100,500円
小林勲（台東区） 26,937円
かつしかＶネット 284円
四つ木地区センター等管理運営協議会 11,750円
日蓮宗東京東部社会教化事業協会 30,000円
竹下恭治（東水元５） 20,000円
福澤美喜男理事長叙勲祝賀会 発起人会 38,362円

牧野貞夫（奥戸２） 50,000円
ITS株式会社
　auショップ金町 35,000円
　ドコモショップ亀有店 35,000円
　ドコモショップ金町駅前店 35,000円
　ドコモショップアリオ亀有店 35,000円
　スマホショップ綾瀬駅前店 25,000円
匿名8件 85,726円

記念切手シート２冊分
アエナちゃん募金箱

有限会社光永ビルサービス 5,000円
エビヌマ株式会社 2,642円
かつしかふれあいRUNフェスタ 87,404円
青砥やくじん延命寺 11,033円

渋江公園グラウンド・ゴルフ健寿会 （1・26） 東京聖栄大学学友会 （2・9）

公益社団法人 葛飾法人会 （2・17）
 平成27年11月の寄付に対して感謝状贈呈

日本大学校友会葛飾桜門会 （1・19）

葛飾区グラウンド・ゴルフ協会 （2・10） 墨東読売会 （2・17）

日　程 研修内容 会場

6月７日
（火）

午後1:30～2:00

講義

社協・ボランティアセンターについて

ウェルピアかつしか
1階　社協研修室

午後2:00～2:30 福祉・ボランティア出前講座について

午後2:30～2:50 福祉・ボランティア出前講座講師養成
研修について

午後3:00～4:00 現在活動中の講師からの話（講座の構
成や進め方、注意点について）

6月中旬～7月下旬 体験 車椅子やアイマスク体験などの出前講
座を見学・体験 各小・中・高等学校

8月２日
（火） 午後2:00～4:00 ワーク

ショップ 自分で考えた講座内容発表
ウェルピアかつしか
1階　社協研修室

9月中旬～11月下旬 体験 車椅子やアイマスク体験などの出前講
座を見学・体験 各小・中・高等学校

2月中旬 講義 各自の模擬講座実施 ウェルピアかつしか
1階　社協研修室

地域や学校で福祉・ボランティア講座の
講師として活動しませんか？

高
校
進
学
を
祝
い

奨
励
金
を
贈
り
ま
す

交通遺児等の方へ

　葛飾区薬剤師会のご協
力により、薬剤師会加盟
の店舗に、アエナちゃん
募金箱を置いていただく
ことになりました。
　アエナちゃんを見かけ
たときは、よろしくお願
いします。
◆問合せ　企画総務係

　平成27年度は多くのお店や事業所にアエナ
ちゃん募金箱を置いていただきました。

　社会福祉協議会では、年間を通して「募金
箱」を設置していただき、地域福祉の推進にご
協力いただける、商店や事業所、団体等を募集
しています。皆様からの募金は、地域福祉活動
やボランティア活動のために活用されます。

葛飾のまちに
アエナちゃんがたくさん!!

皆さんありがとう！

たくさんの
あたたかい気持ちを
ありがとうございます

募金箱の設置　約200ヶ所
募金納付額　27件　319,529円

葛飾区薬剤師会にも
ご協力いただいております

本会への福祉事業資金として

　

社
会
福
祉
協
議
会（
社
協
）

で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
す
た
め
、
様
々

な
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ
に
、
長
寿
を

祝
い
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
促
進
し
交
流
を
す
る
催

し
、
健
康
づ
く
り
や
生
き
が

い
づ
く
り
等
の
「
高
齢
者
支

援
活
動
」
を
行
う
自
治
町
会

連
合
会
に
対
す
る
助
成
金
交

付
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
助
成
金
は
、
各
地
区

の
自
治
町
会
連
合
会
や
、
そ

の
地
区
内
の
自
治
町
会
に
対

し
、
地
域
の
皆
様
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
費
や
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
の
配
分
金
に
区
の

補
助
金
を
加
え
、
交
付
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
「
高
齢
者
支

援
活
動
」
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
活
動
の
た
め
の

参
考
資
料
と
し
て
、社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、区
か
ら
５

月
１
日
現
在
区
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
70
歳
以
上
の
方
の

名
簿
（
９
月
15
日
時
点
）
の

交
付
を
受
け
、
自
治
町
会
に

こ
れ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
ご
自
身
の
情

報
（
氏
名
・
住
所
・
年
齢
）

の
登
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方

は
、
６
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

名
簿
の
提
供
に
つ
い
て
社

協
は
「
高
齢
者
支
援
活
動
」

の
目
的
以
外
に
使
用
し
な
い

こ
と
と
す
る
協
定
を
、
名
簿

の
提
供
先
と
な
る
自
治
町
会

と
結
び
、
使
用
後
は
名
簿
を

回
収
し
て
区
に
返
却
す
る
な

ど
、
個
人
情
報
保
護
法
に
準

拠
し
た
適
切
な
取
り
扱
い
を

い
た
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
・
お
申
し
出
先

　

貸
付
・
助
成
係

70
歳
以
上
の
方
の
名
簿
を

自
治
会
に
提
供
し
ま
す

社
協
は
地
域
の「
高
齢
者
支
援

活
動
」を
応
援
し
て
い
ま
す
！

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

葛
飾
区
薬
剤
師
会

田
中
会
長
（
仁
成
堂

薬
局
新
小
岩
支
店
）

パチンコ一福 300,000円
日本大学校友会葛飾桜門会 111,889円
高砂みのり会 グラウンドゴルフ部 10,500円
点字グループ・アイ 16,000円
㈱互助センター友の会 代理店㈱ベルサポート 27,730円
渋江公園グラウンド・ゴルフ健寿会 10,774円
依田淳子（奥戸8） 3,000円
ＳＤＡ金町キリスト教会 12,500円
瀬川幸淑（金町3） 10,000円
日本キリスト教団青戸教会 20,000円
滋田長衛（亀有3） 100,000円
竹内秀光（亀有4） 10,000円
カトレア美容室 5,000円
東京聖栄大学学友会 140,000円
葛飾区グラウンド・ゴルフ協会 15,000円
あおき障害者高齢者支援 青木美男 3,000円

3 お知らせ

No.168（2016年）平成28年4月25日号

平成28年度第1回評議員会を開催します　●日時：平成28年5月26日（木）午後2時～　●場所：ウェルピアかつしか1階　ボランティア活動室・社協研
修室　●評議員会の傍聴：「傍聴券」は、評議員会当日、開始予定時刻の1時間前から社協事務局で先着順（10名）に配付します。　◆問合せ　企画総務係
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No.168（2016年）平成28年4月25日号申込み・問合せ先一覧

葛飾区成年後見センター

⬅
「
申
込
み・問
合
せ
一
覧
」の
各
担
当
係
へ
直
接
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

■企画総務係（代表）� 5698-2411　FAX 5698-2513
■福祉サービス係� 5698-3216
■貸付・助成係� 5698-2457
■ファミリー・サポート・センター� 5698-4151
■成年後見センター� 5672-2833
■受験生チャレンジ支援貸付担当� 5671-5175
■小地域福祉活動担当課� 5698-2435
■ボランティアセンター�5698-2511  FAX5698-2512
■地域貢献活動サポートデスク（立石3-12-1）� 5670-7251
■ワークスかつしか（立石6-38-11・1面下の地図参照）� 3692-3181

次回発行日は平成28年6月5日の予定です

広告

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
育
成
・
助
成
の
お
知

ら
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
育
成

と
発
展
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
対
し
て

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
対
象
団
体
（
全
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

①
区
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

で
、
メ
ン
バ
ー
が
５
名
以
上
い

る
こ
と
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
事
業
に
参
加
・
協
力
で

き
る
こ
と
③
平
成
28
年
４
月
末

現
在
で
グ
ル
ー
プ
登
録
し
て
い

る
こ
と
④
会
員
の
３
分
の
２
以

上
が
区
内
在
住
で
あ
る
こ
と
⑤

前
年
度
助
成
金
受
領
団
体
は
期

限
内
に
事
業
報
告
が
完
了
し
て

い
る
こ
と

◆
対
象
事
業

【
Ａ
区
分
】

①
団
体
の
学
習
会
や
研
修
活
動

②
器
具
・
機
材
の
整
備
（
購

入
）
③
団
体
の
モ
デ
ル
と
な
る

新
規
活
動
④
団
体
の
広
報
紙
・

記
念
誌
⑤
そ
の
他
、
社
協
会
長

が
団
体
活
動
に
必
要
と
認
め
た

も
の

※
た
だ
し
、
人
件
費
、
食
料

費
、
グ
ル
ー
プ
内
の
親
睦
、

常
用
的
な
運
営
経
費
、
実
施

済
事
業
の
経
費
は
対
象
外

【
Ｂ
区
分
】（
設
立
３
年
以
内
）

　

消
耗
品
費
、
通
信
運
搬
費
、

会
場
使
用
料
な
ど

◆
助
成
金
額
（
上
限
）

Ａ
区
分　

７
万
円

Ｂ
区
分　

５
千
円

◆
申
請
期
間

５
月
11
日（
水
）〜
31
日（
火
）

◆
申
請
方
法

　

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送

※
申
請
資
料
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

福
祉
施
設
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
情
報
交
換
・

交
流
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の

疑
問
や
悩
み
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
解
決
し
ま
す
。

◆
内
容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
施
設
利
用

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
「
こ
ん
な
こ
と
で
困

っ
た
」
「
ど
う
接
し
た
ら
良
い

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
情
報
交

換
、
簡
単
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
・
活

動
希
望
者
、
区
内
福
祉
施
設
職

員◆
日
時

　

５
月
27
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

◆
会
場

　

堀
切
地
区
セ
ン
タ
ー　

第
一

会
議
室
（
堀
切
３
―
８
―
５
）

◆
講
師

　

西
村
舞
由
子
氏
（
日
本
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
所
属
）

※
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
：
話
し

合
い
の
調
整
役

◆
参
加
費

　

無
料

◆
定
員

　

60
名
（
多
数
抽
選
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
５
月
16

日
（
月
）
ま
で
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
受
信
可
能
な
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、

ま
た
は
Ｐ
Ｃ
メ
ー
ル
を
受
け

取
れ
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

葛
飾
区
介
護
支
援
サ
ポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

【
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

と
は
】

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
介
護

予
防
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
で
お
手

伝
い
を
行
う
と
、
評
価
ポ
イ
ン

ト
（
1
時
間
100
ポ
イ
ン
ト
）
が

も
ら
え
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
年

度
ご
と
に
集
計
し
、
交
付
金

（
100
ポ
イ
ン
ト
＝
100
円
）
と
し

て
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
（
※
年
間
上
限
５
千
円
）

登
録
に
は
、
説
明
会
と
基
礎
研

修
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

【
説
明
会
・
基
礎
研
修
会
】

◆
日
時　

　

５
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時　

◆
対
象　

区
内
在
住
の
65
歳
以

上
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
方　

40
名

◆
内
容　

「
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

概
要
説
明
」
「
サ
ポ
ー
タ
ー
活

動
を
す
る
に
あ
た
っ
て
」
「
登

録
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
」

◆
会
場　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
１
階
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

室
）

◆
持
ち
物　

介
護
保
険
証
（
登

録
す
る
場
合
に
必
要
で
す
）

◆
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
が
、
あ
な
た
の
力

を
待
っ
て
い
ま
す
！

～
地
域
の
子
育
て
支
援

の
お
手
伝
い
「
か
つ
し

か
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
サ

ポ
ー
ト
会
員
募
集
中
～

　

生
後
６
ヶ
月
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
保
育
園
・
学
童
保
育
の
送

迎
や
、
子
ど
も
の
一
時
的
な
預

か
り
な
ど
の
育
児
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
有
償
（
1
時
間
800
円
）
で

実
施
す
る
会
員
制
度
で
す
。
こ

の
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る

サ
ポ
ー
ト
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。「
預
か
り
は
無
理
で
も
、

お
迎
え
な
ら
で
き
ま
す
」
と
い

う
方
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
資
格
等

・
子
育
て
の
経
験
、
ま
た
は
保

育
士
等
の
資
格
が
あ
る
20
歳

以
上
の
健
康
で
活
動
可
能
な

方
。

・
報
酬
は
活
動
1
時
間
に
つ
き

800
円
で
す
。

・
会
員
登
録
後
、
活
動
を
始
め

る
前
に
、
救
命
講
習
等
２
日

間
の
研
修
を
受
講
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。次
回
の
研
修
は
、

６
月
15
日（
水
）、16
日（
木
）

で
す
。（
今
年
度
は
９
月
、
12

月
、
３
月
に
も
開
催
予
定
で

す
）

・
こ
の
ほ
か
、年
に
数
回
、講
座

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
会
員
交

流
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
・
会
員
登
録

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

※
毎
月
第
３
土
曜
日
も
会
員
登

録
で
き
ま
す
。
お
越
し
の
際

は
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
募
集
！

し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス

協
力
会
員
登
録
説
明
会

　

し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
は
区
民

同
士
の
助
け
合
い
に
よ
る
有
償

（
700
円
）
の
会
員
制
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

高
齢
者
や
妊
産
婦
な
ど
家
事

等
で
困
っ
て
い
る
方
の
お
宅
へ

掃
除
や
買
物
・
洗
濯
・
食
事
作

り
等
の
協
力
を
い
た
だ
け
る

「
協
力
会
員
」
へ
の
登
録
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

①
４
月
27
日
（
水
）
午
後
2
時

〜
４
時

②
５
月
13
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
正
午

◆
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
1
階
（
社
協
研
修
室
）

※
い
ず
れ
も
予
約
は
不
要
で
、

開
始
時
間
ま
で
に
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
健
康
保
険
証
ま
た
は
運
転
免

許
証
②
印
鑑

◆
登
録
資
格

　

18
歳
以
上
の
健
康
な
方
な
ら

男
女
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
登

録
い
た
だ
け
ま
す
。

※
活
動
謝
礼
金
は
1
時
間
に
つ

き
700
円
で
す
。（
利
用
さ
れ
た

方
の
負
担
に
な
り
ま
す
）

　

説
明
会
の
日
時
で
ご
都
合
が

つ
か
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
係

ひ
と
り
だ
け
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
親
家
庭
等
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

小
学
校
3
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
等
に
対
し
、
就
労
等
の
状
況
に
応
じ

て
、
育
児
支
援
や
家
事
援
助
を
提
供
す
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

◆
提
供
内
容　

育
児
（
送
迎
、
見
守
り
等
）
・
家
事

（
調
理
、
洗
濯
等
）

※
日
常
生
活
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
。
申
請
内

容
を
制
度
要
綱
に
基
づ
い
て
審
査
決
定
し
ま
す
。

◆
派
遣
回
数
・
派
遣
時
間　

月
６
〜
12
回
以
内
。
1

回
8
時
間
以
内
。

※
お
子
さ
ん
の
年
齢
や
ひ
と
り
親
に
な
っ
て
か
ら
の

年
数
等
、
個
々
の
状
況
に
よ
り
上
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
派
遣
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
９
時

◆
利
用
料

　

住
民
税
が
均
等
割
課
税
の
方
ま
で
は
無
料
。
そ
れ

以
上
の
方
は
課
税
額
に
応
じ
て
負
担
あ
り
。

◆
必
要
書
類

①
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し
ま
た
は
戸
籍
謄
本
と

住
民
票
各
1
通
②
住
民
税
（
非
）
課
税
証
明
書
③
就

労
証
明
書
等
（
様
式
あ
り
）
④
印
鑑
⑤
登
録
申
込
書

（
※
状
況
に
よ
り
必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す
）

◆
ご
利
用
方
法

　

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
ご
連
絡
の
う
え
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
利
用

申
込
は
前
月
24
日
ま
で
の
事
前
受
付
と
な
り
、
急
の

ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ご
事
情
に
よ
り
提
出
で
き
な
い
書
類
が
あ
る
場
合

等
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
係

ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
の
場
合
、「
講
座
等
の
名
称
、住
所
、氏

名
、フ
リ
ガ
ナ
、年
齢
、電
話
番
号
」を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。


